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評 価 ・ 提 言 等 提言等に対する改善方策等 
１ 目標の設定及び達成状況について 

自己評価表では、低い評価の項目も見られる
が、設定された目標値が高いことも影響してい
る。松山東への期待値を考えると設定目標は高く
ても良いが、指標の数値の設定の幅をもう少し広
げる等、教員のモチベーションを向上させるため
の工夫もして欲しい。 
「自己評価表」の交通安全指導について、交通

事故 15 件以下の目標が 16 件だったということ
でＢ評価になっているが、重大な事故と軽微な事
故、また加害者となる事故などがあると思われ
る。それらも分けて目標値を設定された方がよい
と考える。また、今年度、大きな事故は発生した
のか。 

 
 
２ アンケートの集計方法等に付いて 
「生徒対象学校生活に関する自己評価」につい
て、評価は学年が上がるにつれ高くなっており良
い傾向であるが、アンケートの回答者数は学年が
上がるにつれて減っているので、アンケート結果
を単純に比較できない。精度を保つためにも、集
計方法の工夫や改善も図っていただきたい。 

 
○地域からの信頼、理想とする生徒
像を実現するために、現状を踏ま
えて、目標を適切に設定し、生徒、
教員、保護者間で共有すること
で、モチベーションの維持や成長
につなげたい。 

○交通事故は、軽微な自損から人身
事故まで同じ１件で判断してい
るので、今後、指標は考えていく
必要がある。今年度は、16件の事
故報告があったが、重大事故は発
生しておらず、令和８年度から実
施される「青切符」に向けても啓
発を行っていきたい。 

 
○SHRの時間等を活用してもらい、
アンケートを実施してもらって
いる。特に 3年生は、連絡事項が
多くなる時期でのアンケート調
査なので、調査期間を延長するな
ど改善を図り、アンケート結果の
精度を高めていきたい。 

 
３ 学校の施設・設備、環境整備について 

通信制が北条清新高校に移ること及び、令和 10
年度には 150 周年を迎えるにあたり、学校の施
設・整備など教育環境の充実に期待したい。 

 
○通信制の職員室や使用教室等の
利活用については、教職員の意見
を集約して、より良い教育環境に
していきたい。 

○校舎の長寿命化も実施されるの
で、150周年の記念事業と合わせ
て、同窓会やＰＴＡとも連携し考
えていきたい。 

 
４ グローカル事業の成果と課題について 
  生徒の探究学習の成果として、小中学校でのワ
ークショップの開催は継続していただきたい。 

   
 
 

 
○生徒が主体的に課題を設定し、調 
 査・研究・発表を行う探究的な学 
 習活動の発表や客観的な評価を 
 得る機会の提供に努め、課題研究 
 がより深まるようにしていきた 
 い。 



  海外フィールドワーク等、高校生という若い時
代に、異文化の中で様々な経験をすることができ
るのは非常に貴重である。台湾やフィリピンなど
も人数制限があると思うが、人選はどのようにし
ているのか。地元企業の海外工場や学校訪問も生
徒の成長に役立つと思うのでより発展させてい
ただきたい。 

   
   
 
   
  令和６年度で、三菱みらい育成財団からの助成
が終了したということで、どのような対策を行っ
ているのか。松山東ならではの魅力・特色の事業
でもあるので継続する手立てを構築して欲しい。 

   
 
 
 
 
  ＧＬ事業について、資金面での大変な状況をお
伺いしたが、講演等で、県内の大学や企業だけで
なく県外からも講師を招いており感心させられ
た。そういう講師の人材発掘という面で、工夫を
されていることがあれば、教えていただきたい。 

○海外フィールドワークは台湾・フ
ィリピン各 8名を募集し、面接で
選抜している。三浦工業様、アド
バンテック様の御協力を得て、生
徒は貴重な体験をさせてもらっ
ている。継続できるように連携を
深めていきたい。台湾で交流して
いる国立中興大学附属高級中学
とは、令和７年 12 月に姉妹校協
定を結んだ。より活発な交流をし
ていきたい。 

○松山東高等学校グローバル人材
育成振興会からの寄付金に助け
られている。また、「三浦保」愛
基金や日本教育公務員弘済会な
どからの助成金の応募など、グロ
ーカル事業の成果を地域に発信
していき、松山東の魅力化の大切
な事業なので継続・発展に、これ
からも努めていきたい。 

○講師は、同窓会関係や、本校のＧ
Ｌ事業課等が常にアンテナを張
っている。県や松山市等からの協
力や連携の申出も多く、常に様々
な所からの情報を把握してしっ
かりと活用していきたい。 

 


